
　

鎌
倉
市
雪
ノ
下
の
御
谷
の

　

鎌
倉
市
雪
ノ
下
の
御
谷
の

森
で
昨
年

森
で
昨
年
1111
月
2323
日
「
か
ま

日
「
か
ま

く
ら
里
山
フ
ェ
ス
タ
」
が
開

く
ら
里
山
フ
ェ
ス
タ
」
が
開

か
れ
、
親
子
連
れ
な
ど
約
３

か
れ
、
親
子
連
れ
な
ど
約
３

５
０
人
が
参
加
し
た

５
０
人
が
参
加
し
た
＝
写
＝
写

真
。
主
催
は
鎌
倉
風
致
保
存

。
主
催
は
鎌
倉
風
致
保
存

会
（
兵
籐
芳
朗
会
長
・
会
員

会
（
兵
籐
芳
朗
会
長
・
会
員

約
４
百
人
）
。

約
４
百
人
）
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
ぽ
か
ぽ
か

　

晴
天
に
恵
ま
れ
ぽ
か
ぽ
か

陽
気
の
も
と
、
ツ
リ
ー
テ
ラ

陽
気
の
も
と
、
ツ
リ
ー
テ
ラ

ス
（
木
登
り
）
、
草
む
し
り

ス
（
木
登
り
）
、
草
む
し
り

競
争
、
丸
太
切
り
、
輪
投

競
争
、
丸
太
切
り
、
輪
投

げ
、
竹
か
っ
ぽ
、「
山
ジ
イ

げ
、
竹
か
っ
ぽ
、「
山
ジ
イ

と
森
あ
そ
び
（
自
然
を
題
材

と
森
あ
そ
び
（
自
然
を
題
材

ト
レ
ー
ド
に
被
災
地
支
援
や

ト
レ
ー
ド
に
被
災
地
支
援
や

紛
争
地
支
援
を
加
え
た
新
企

紛
争
地
支
援
を
加
え
た
新
企

画
な
ど
を
発
表
し
た
。

画
な
ど
を
発
表
し
た
。

　

同
会
の
磯
野
昌
子
共
同
代

　

同
会
の
磯
野
昌
子
共
同
代

表
は
「
来
年
度
の
再
認
定
に

表
は
「
来
年
度
の
再
認
定
に

向
け
さ
ら
に
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

向
け
さ
ら
に
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
の
認
知
度
を
上
げ
た
い
。

ド
の
認
知
度
を
上
げ
た
い
。

新
企
画
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は

新
企
画
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
用
に
発

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
用
に
発

売
で
き
れ
ば
」
と
話
す
。

売
で
き
れ
ば
」
と
話
す
。

　

逗
子
市
は
２
０
１
６
年
に

　

逗
子
市
は
２
０
１
６
年
に

日
本
で
３
番
目
の
Ｆ
Ｔ
タ
ウ

日
本
で
３
番
目
の
Ｆ
Ｔ
タ
ウ

ン
に
認
定
さ
れ
、「
逗
子
フ
ェ

ン
に
認
定
さ
れ
、「
逗
子
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
タ
ウ
ン
の
会
」

ア
ト
レ
ー
ド
タ
ウ
ン
の
会
」

　

逗
子
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
・

　

逗
子
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と

世
界
の
子
ど
も
た
ち
」
が
昨

世
界
の
子
ど
も
た
ち
」
が
昨

年
1212
月
1515
日
、
逗
子
文
化
プ

日
、
逗
子
文
化
プ

ラ
ザ
で
行
わ
れ
、
百
人
以
上

ラ
ザ
で
行
わ
れ
、
百
人
以
上

が
参
加
し
た

が
参
加
し
た
＝
写
真

＝
写
真
。
主
催

。
主
催

は
「
逗
子
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

は
「
逗
子
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

タ
ウ
ン
の
会
」
で
、
東
海
大

タ
ウ
ン
の
会
」
で
、
東
海
大

学
教
養
学
部
と
逗
子
市
教
育

学
教
養
学
部
と
逗
子
市
教
育

委
員
会
が
共
催
。

委
員
会
が
共
催
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
２
０

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
２
０

３
０
年
ま
で
に
国
際
社
会
の

３
０
年
ま
で
に
国
際
社
会
の

目
標
と
し
て
国
連
で
採
択
さ

目
標
と
し
て
国
連
で
採
択
さ

れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能

れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）
を
推
進
す
る

な
開
発
目
標
）
を
推
進
す
る

日
本
経
団
連
の
担
当
者
と
、

日
本
経
団
連
の
担
当
者
と
、

児
童
労
働
の
撤
廃
と
予
防
に

児
童
労
働
の
撤
廃
と
予
防
に

取
り
組
む
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ

取
り
組
む
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ

「
Ａエ

ー

ス

エ

ー

ス

Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
」
代
表
・
岩
附
由

」
代
表
・
岩
附
由

香
さ
ん
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
世

香
さ
ん
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
世

界
的
潮
流
や
、
イ
ン
ド
や
ガ

界
的
潮
流
や
、
イ
ン
ド
や
ガ

ー
ナ
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
就

ー
ナ
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
就

学
支
援
の
事
例
を
伝
え
る
講

学
支
援
の
事
例
を
伝
え
る
講

演
を
行
っ
た
。

演
を
行
っ
た
。

　

後
半
は
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

　

後
半
は
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

を
学
ぶ
大
学
生
ら
が
、
福
島

を
学
ぶ
大
学
生
ら
が
、
福
島

の
リ
ン
ゴ
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

の
リ
ン
ゴ
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
ブ
ド
ウ
を
使
っ
た
チ
ョ

ン
の
ブ
ド
ウ
を
使
っ
た
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
の
開
発
で
フ
ェ
ア

コ
レ
ー
ト
の
開
発
で
フ
ェ
ア

　

鎌
倉
市
在
住
の
歌
人
、
尾

　

鎌
倉
市
在
住
の
歌
人
、
尾

崎
左
永
子
さ
ん
の
全

崎
左
永
子
さ
ん
の
全
1414
歌
集
歌
集

を
ま
と
め
た
集
大
成
と
な
る

を
ま
と
め
た
集
大
成
と
な
る

作
品
集
。

作
品
集
。

　

終
戦
後
、
斎
藤
茂
吉
門
下

　

終
戦
後
、
斎
藤
茂
吉
門
下

の
佐
藤
佐
太
郎
に

の
佐
藤
佐
太
郎
に
1717
歳
で
師

歳
で
師

事
し
た
著
者
は
、
１
９
５
７

事
し
た
著
者
は
、
１
９
５
７

年
に
刊
行
し
た
第
一
歌
集

年
に
刊
行
し
た
第
一
歌
集

「
さ
る
び
あ
街
」
で
日
本
歌

「
さ
る
び
あ
街
」
で
日
本
歌

人
ク
ラ
ブ
推
薦
優
秀
歌
集
に

人
ク
ラ
ブ
推
薦
優
秀
歌
集
に

選
ば
れ
る
も
、
私
生
活
で
の

選
ば
れ
る
も
、
私
生
活
で
の

結
婚
と
離
婚
を
経
て
黎
明
期

結
婚
と
離
婚
を
経
て
黎
明
期

の
放
送
業
界
へ
転
身
。
放
送

の
放
送
業
界
へ
転
身
。
放
送

作
家
と
し
て
の
活
躍
、
経
済

作
家
と
し
て
の
活
躍
、
経
済

学
者
と
の
再
婚
、
幼
少
の
娘

学
者
と
の
再
婚
、
幼
少
の
娘

と
渡
米
し
た
期
間
に
芽
生
え

と
渡
米
し
た
期
間
に
芽
生
え

た
古
典
文
学
へ
の
回
帰
か
ら

た
古
典
文
学
へ
の
回
帰
か
ら

『
源
氏
物
語
』
な
ど
の
研
究

『
源
氏
物
語
』
な
ど
の
研
究

に
も
情
熱
を
傾
け
、
休
詠
期

に
も
情
熱
を
傾
け
、
休
詠
期

は
1717
年
に
及
ん
だ
。

年
に
及
ん
だ
。

　

し
か
し

　

し
か
し
5050
代
で
再
び
歌
壇

代
で
再
び
歌
壇

に
戻
る
。「
短
歌
を
離
れ
て

に
戻
る
。「
短
歌
を
離
れ
て

短
歌
を
見
直
す
時
期
の
持
て

短
歌
を
見
直
す
時
期
の
持
て

た
こ
と
は
、
大
切
な
時
間
で

た
こ
と
は
、
大
切
な
時
間
で

も
あ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

も
あ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

　

「
短
歌
と
は
韻
律
を
持
つ

　

「
短
歌
と
は
韻
律
を
持
つ

現
代
詩
」
と
い
う
信
条
の
も

現
代
詩
」
と
い
う
信
条
の
も

と
、
休
詠
期
に
培
っ
た
古
典

と
、
休
詠
期
に
培
っ
た
古
典

へ
の
探
求
の
成
果
を
注
ぎ
込

へ
の
探
求
の
成
果
を
注
ぎ
込

み
、
正
確
な
写
実
と
伸
び
や

み
、
正
確
な
写
実
と
伸
び
や

か
な
リ
ズ
ム
で
光
と
影
、
動

か
な
リ
ズ
ム
で
光
と
影
、
動

と
静
、愛
と
哀
し
み
、生
と
死

と
静
、愛
と
哀
し
み
、生
と
死

な
ど
相
反
す
る
も
の
の「

な
ど
相
反
す
る
も
の
の「
間あ

わ
い

あ
わ
い

」

を
刹せ

つ
な

せ
つ
な那
に
切
り
取
る
歌
の
世

に
切
り
取
る
歌
の
世

界
を
さ
ら
に
拡
げ
て
い
く
。

界
を
さ
ら
に
拡
げ
て
い
く
。

　

短
歌
と
い
う

　

短
歌
と
い
う
篝

か
が
り

か
が
り

火び

を
手
を
手

に
、
に
、
9090
歳
代
に
至
る
今
日
ま

歳
代
に
至
る
今
日
ま

で
歩
み
続
け
て
き
た
道
の
り

で
歩
み
続
け
て
き
た
道
の
り

が
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
る

が
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
る

一
冊
。
歌
集
に
添
え
ら
れ
た

一
冊
。
歌
集
に
添
え
ら
れ
た

栞
文
に
は
多
く
の
仲
間
た
ち

栞
文
に
は
多
く
の
仲
間
た
ち

か
ら
愛
さ
れ
る
著
者
の
明
る

か
ら
愛
さ
れ
る
著
者
の
明
る

い
人
柄
も
垣
間
見
え
る
。

い
人
柄
も
垣
間
見
え
る
。

　

１
５
，０
０
０
円
（
税
別
）

　

１
５
，０
０
０
円
（
税
別
）

沖
積
舎
刊
☎

沖
積
舎
刊
☎
0303
・
６
２
６
１

・
６
２
６
１

・
１
３
１
１

・
１
３
１
１ 

（
Ｋ
）

（
Ｋ
）

た
。
た
。

　

兵
藤
会
長
は
、「
体
験
を

　

兵
藤
会
長
は
、「
体
験
を

通
し
て
、
鎌
倉
の
緑
の
豊
か

通
し
て
、
鎌
倉
の
緑
の
豊
か

さ
と
そ
れ
を
守
る
大
切
さ
を

さ
と
そ
れ
を
守
る
大
切
さ
を

知
っ
て
も
ら
え
た
ら
」
と
話

知
っ
て
も
ら
え
た
ら
」
と
話

し
、
参
加
し
た
母
親
は
「
普

し
、
参
加
し
た
母
親
は
「
普

段
で
き
な
い
木
登
り
や
、
昔

段
で
き
な
い
木
登
り
や
、
昔

遊
び
な
ど
を
自
然
の
中
で
子

遊
び
な
ど
を
自
然
の
中
で
子

ど
も
に
体
験
さ
せ
る
こ
と
が

ど
も
に
体
験
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
て
よ
か
っ
た
。
子
ど
も

で
き
て
よ
か
っ
た
。
子
ど
も

た
ち
も
ま
た
参
加
し
た
い
と

た
ち
も
ま
た
参
加
し
た
い
と

い
っ
て
い
る
」
と
喜
ん
で
い

い
っ
て
い
る
」
と
喜
ん
で
い

た
。
た
。

㌔
が
用
意
さ
れ
、
蒸
し
あ
が

㌔
が
用
意
さ
れ
、
蒸
し
あ
が

っ
た
米
を
臼
に
移
す
と
子
ど

っ
た
米
を
臼
に
移
す
と
子
ど

も
た
ち
が
組
合
員
と
と
も
に

も
た
ち
が
組
合
員
と
と
も
に

代
わ
る
が
わ
る
餅
を
つ
い

代
わ
る
が
わ
る
餅
を
つ
い

た
。
つ
き
あ
が
っ
た
餅
は
、

た
。
つ
き
あ
が
っ
た
餅
は
、

納
豆
、
き
な
粉
、
餡
な
ど
が

納
豆
、
き
な
粉
、
餡
な
ど
が

ま
ぶ
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は

ま
ぶ
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は

何
回
も
お
代
わ
り
し
な
が
ら

何
回
も
お
代
わ
り
し
な
が
ら

餅
を
ほ
お
ば
っ
た
。
イ
チ
ゴ

餅
を
ほ
お
ば
っ
た
。
イ
チ
ゴ

大
福
や
お
供
え
、
の
し
餅
も

大
福
や
お
供
え
、
の
し
餅
も

で
き
た
。

で
き
た
。

　

施
設
長
の
秦
さ
ん
は
「
お

　

施
設
長
の
秦
さ
ん
は
「
お

か
げ
さ
ま
で
今
年
も
無
事
年

か
げ
さ
ま
で
今
年
も
無
事
年

越
し
が
で
き
る
」
と
話
し
て

越
し
が
で
き
る
」
と
話
し
て

い
た
。
同
施
設
で
は
４
歳
か

い
た
。
同
施
設
で
は
４
歳
か

ら
高
校
生
ま
で

ら
高
校
生
ま
で
6464
人
が
入
居

人
が
入
居

し
て
い
る
。

し
て
い
る
。

内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会

内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会

長
賞
＝
栗
本
梨
吏
（
鎌
倉
市

長
賞
＝
栗
本
梨
吏
（
鎌
倉
市

立
第
二
中
３
年
）
▼
鎌
倉
団

立
第
二
中
３
年
）
▼
鎌
倉
団

体
長
会
賞
＝
竹
道
萌
花
（
鎌

体
長
会
賞
＝
竹
道
萌
花
（
鎌

倉
市
立
玉
縄
中
３
年
）

倉
市
立
玉
縄
中
３
年
）

 

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

お
わ
び　

お
わ
び　

1212
月
号
１
面
の
鎌

月
号
１
面
の
鎌

倉
学
園
陸
上
部
の
記
事
で
、

倉
学
園
陸
上
部
の
記
事
で
、

１
９
７
８
年
（
昭
和

１
９
７
８
年
（
昭
和
5353
）
創
）
創

部
と
し
た
の
は
誤
り
で
、
１

部
と
し
た
の
は
誤
り
で
、
１

９
２
５
年
（
大
正

９
２
５
年
（
大
正
1414
）
の
創

）
の
創

部
で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂

部
で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

正
し
ま
す
。

　

国
税
庁
の
「
税
に
関

　

国
税
庁
の
「
税
に
関

す
る
高
校
生
の
作
文
」

す
る
高
校
生
の
作
文
」

と
、
国
税
庁
が
全
国
納

と
、
国
税
庁
が
全
国
納

税
貯
蓄
組
合
連
合
会
と

税
貯
蓄
組
合
連
合
会
と

の
共
催
で
行
っ
て
い
る

の
共
催
で
行
っ
て
い
る

中
学
生
の
「
税
に
つ
い

中
学
生
の
「
税
に
つ
い

て
の
作
文
」
の
鎌
倉
税

て
の
作
文
」
の
鎌
倉
税

務
署
管
内
で
の
表
彰
式

務
署
管
内
で
の
表
彰
式

が
、
が
、
1111
月
1616
日
鎌
倉
市

日
鎌
倉
市

内
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ

内
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ

た
＝
写
真

＝
写
真
。    

　

鎌
倉
税
務
署
管
内
（
鎌
倉

　

鎌
倉
税
務
署
管
内
（
鎌
倉

・
逗
子
・
葉
山
）
の
応
募
総

・
逗
子
・
葉
山
）
の
応
募
総

数
は
、
高
校
生
１
１
８
編
、

数
は
、
高
校
生
１
１
８
編
、

中
学
生
１
４
０
３
編
だ
っ

中
学
生
１
４
０
３
編
だ
っ

た
。
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

　

【
高
校
生
】
鎌
倉
税
務
署

　

【
高
校
生
】
鎌
倉
税
務
署

長
賞
＝
今
井
智
優
（
鎌
倉
女

長
賞
＝
今
井
智
優
（
鎌
倉
女

子
大
学
高
等
部
１
年
）

子
大
学
高
等
部
１
年
）

　

【
中
学
生
】
▼
鎌
倉
税
務

　

【
中
学
生
】
▼
鎌
倉
税
務

署
長
賞
＝
大
橋
優
太
（
横
浜

署
長
賞
＝
大
橋
優
太
（
横
浜

国
大
附
属
鎌
倉
中
３
年
）
三

国
大
附
属
鎌
倉
中
３
年
）
三

上
真
理
愛
（
鎌
倉
市
立
手
広

上
真
理
愛
（
鎌
倉
市
立
手
広

中
３
年
）
▼
鎌
倉
税
務
署
管

中
３
年
）
▼
鎌
倉
税
務
署
管

ク
ラ
の
名
所
だ
っ
た
と
い
う

ク
ラ
の
名
所
だ
っ
た
と
い
う

こ
の
地
で
花
と
と
も
に
往
時

こ
の
地
で
花
と
と
も
に
往
時

を
偲
ん
で
も
ら
え
た
ら
」
と

を
偲
ん
で
も
ら
え
た
ら
」
と

話
し
て
い
た
。

話
し
て
い
た
。

　

史
跡
永
福
寺
跡
は
鎌
倉
駅

　

史
跡
永
福
寺
跡
は
鎌
倉
駅

の
北
東
約
２
㌔
㍍
、
二
階
堂

の
北
東
約
２
㌔
㍍
、
二
階
堂

に
所
在
す
る
、
源
頼
朝
が
建

に
所
在
す
る
、
源
頼
朝
が
建

立
し
た
鶴
岡
八
幡
宮
寺
・
勝

立
し
た
鶴
岡
八
幡
宮
寺
・
勝

長
寿
院
と
並
ぶ
三
大
寺
院
の

長
寿
院
と
並
ぶ
三
大
寺
院
の

ひ
と
つ
。
１
１
９
４
年
ま
で

ひ
と
つ
。
１
１
９
４
年
ま
で

に
三
堂
が
完
成
し
、
幕
府
の

に
三
堂
が
完
成
し
、
幕
府
の

御
願
寺
と
し
て
手
厚
く
保
護

御
願
寺
と
し
て
手
厚
く
保
護

さ
れ
た
が
、
１
４
０
５
年
に

さ
れ
た
が
、
１
４
０
５
年
に

焼
失
し
、
江
戸
時
代
初
期
ご

焼
失
し
、
江
戸
時
代
初
期
ご

ろ
廃
寺
と
な
っ
た
。
鎌
倉
市

ろ
廃
寺
と
な
っ
た
。
鎌
倉
市

は
１
９
８
３
年
か
ら
発
掘
調

は
１
９
８
３
年
か
ら
発
掘
調

査
、
２
０
０
７
年
か
ら
復
元

査
、
２
０
０
７
年
か
ら
復
元

・
整
備
工
事
を
行
い
、
２
０

・
整
備
工
事
を
行
い
、
２
０

１
７
年
６
月
か
ら
全
面
公
開

１
７
年
６
月
か
ら
全
面
公
開

し
て
い
る
。
開
門
は
午
前
９

し
て
い
る
。
開
門
は
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
半
。

時
〜
午
後
４
時
半
。

　

鎌
倉
市
二
階
堂
の
国
指
定

　

鎌
倉
市
二
階
堂
の
国
指
定

史
跡
・
永
福
寺
跡
の
北
東
の

史
跡
・
永
福
寺
跡
の
北
東
の

斜
面
に
昨
年

斜
面
に
昨
年
1111
月
1919
日
、
か

日
、
か

ま
く
ら
桜
の
会
（
高
柳
英
麿

ま
く
ら
桜
の
会
（
高
柳
英
麿

会
長
）
が
サ
ク
ラ
の
苗
木
を

会
長
）
が
サ
ク
ラ
の
苗
木
を

３
本
植
樹
し
た

３
本
植
樹
し
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

こ
れ
ま
で
に
同
会
が

　

こ
れ
ま
で
に
同
会
が

植
樹
し
た

植
樹
し
た
1010
本
の
う

本
の
う

ち
枯
れ
た
木
の
補
植

ち
枯
れ
た
木
の
補
植

で
、
高
さ
１
３
０
㌢
ほ

で
、
高
さ
１
３
０
㌢
ほ

ど
の
鎌
倉
産
の
「
桐
ケ

ど
の
鎌
倉
産
の
「
桐
ケ

谷
桜
」
が
植
え
付
け
ら

谷
桜
」
が
植
え
付
け
ら

れ
た
。
こ
の
サ
ク
ラ
は

れ
た
。
こ
の
サ
ク
ラ
は

足
利
尊
氏
が
東
国
の
宝

足
利
尊
氏
が
東
国
の
宝

と
し
て
京
都
御
所
に
植
え
た

と
し
て
京
都
御
所
に
植
え
た

と
い
う
由
来
が
あ
り
、
後
水

と
い
う
由
来
が
あ
り
、
後
水

尾
天
皇
が
車
を
返
し
て
見
と

尾
天
皇
が
車
を
返
し
て
見
と

れ
た
こ
と
か
ら
「
車
返
し
」

れ
た
こ
と
か
ら
「
車
返
し
」

の
名
も
あ
る
。

の
名
も
あ
る
。

　

高
柳
さ
ん
は
「
か
つ
て
サ

　

高
柳
さ
ん
は
「
か
つ
て
サ

に
し
た
ク
イ
ズ
と
ビ
ン
ゴ
ゲ

に
し
た
ク
イ
ズ
と
ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム
）
」
、
小
鳥
の
巣
箱
作

ー
ム
）
」
、
小
鳥
の
巣
箱
作

り
、
半
ド
ラ
ム
缶
の
炭
火
で

り
、
半
ド
ラ
ム
缶
の
炭
火
で

バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
作
り
な
ど

バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
作
り
な
ど

が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が

が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が

元
気
に
遊
び
ま
わ
っ
た
。

元
気
に
遊
び
ま
わ
っ
た
。

　

か
ま
く
ら
子
育
て
支
援
グ

　

か
ま
く
ら
子
育
て
支
援
グ

ル
ー
プ
懇
談
会
の
協
力
で
、

ル
ー
プ
懇
談
会
の
協
力
で
、

半
ド
ラ
ム
缶
で
の
火
起
こ

半
ド
ラ
ム
缶
で
の
火
起
こ

し
、
ベ
ー
ゴ
マ
・
竹
ト
ン
ボ

し
、
ベ
ー
ゴ
マ
・
竹
ト
ン
ボ

・
羽
根
つ
き
な
ど
の
昔
遊
び

・
羽
根
つ
き
な
ど
の
昔
遊
び

も
あ
っ
た
。
鎌
倉
市
都
市
景

も
あ
っ
た
。
鎌
倉
市
都
市
景

観
部
が
テ
ン
ト
を
設
け
て
、

観
部
が
テ
ン
ト
を
設
け
て
、

鎌
倉
の
緑
地
や
景
観
の
保
全

鎌
倉
の
緑
地
や
景
観
の
保
全

の
説
明
や
パ

の
説
明
や
パ

ネ
ル
展
示
を

ネ
ル
展
示
を

し
た
。

し
た
。

　

昼
は
長
い

　

昼
は
長
い

竹
串
で
パ
ン

竹
串
で
パ
ン

を
あ
た
た
め

を
あ
た
た
め

て
食
べ
た

て
食
べ
た

り
、
同
保
存

り
、
同
保
存

会
特
製
豚
汁

会
特
製
豚
汁

と
と
も
に
弁

と
と
も
に
弁

当
を
食
べ
た

当
を
食
べ
た

り
し
て
御
谷

り
し
て
御
谷

の
一
日
を
満

の
一
日
を
満

喫
し
て
い

喫
し
て
い

　

「
き
ょ
う
は
一
日
楽
し
く

　

「
き
ょ
う
は
一
日
楽
し
く

す
ご
し
ま
し
ょ
う
」
と
鎌
倉

す
ご
し
ま
し
ょ
う
」
と
鎌
倉

菓
子
組
合
（
会
員

菓
子
組
合
（
会
員
3434
人
）
の

人
）
の

浜
野
誠
会
長
が
挨
拶
。
鎌
倉

浜
野
誠
会
長
が
挨
拶
。
鎌
倉

市
佐
助
の
児
童
養
護
施
設

市
佐
助
の
児
童
養
護
施
設

「
鎌
倉
児
童
ホ
ー
ム
」
で

「
鎌
倉
児
童
ホ
ー
ム
」
で
1212

月
１
日
、
餅
つ
き
が
行
わ
れ

月
１
日
、
餅
つ
き
が
行
わ
れ

た
＝
写
真

＝
写
真
。
同
組
合
が
１
９

。
同
組
合
が
１
９

７
５
年
か
ら
開
催
し
て
い
る

７
５
年
か
ら
開
催
し
て
い
る

催
し
で

催
し
で
4444
回
目
。

回
目
。

　

い
つ
も
は
園
庭
の
薪
ス
ト

　

い
つ
も
は
園
庭
の
薪
ス
ト

ー
ブ
で
も
ち
米
を
蒸
し
あ

ー
ブ
で
も
ち
米
を
蒸
し
あ

げ
、青
空
の
下
、そ
こ
で
餅
つ

げ
、青
空
の
下
、そ
こ
で
餅
つ

き
が
元
気
い
っ
ぱ
い
行
わ
れ

き
が
元
気
い
っ
ぱ
い
行
わ
れ

る
が
、今
年
は
建
物
の
改
修

る
が
、今
年
は
建
物
の
改
修

工
事
の
た
め
、
室
内
で
の
餅

工
事
の
た
め
、
室
内
で
の
餅

つ
き
と
な
っ
た
。
も
ち
米

つ
き
と
な
っ
た
。
も
ち
米
4040

を
中
心
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

を
中
心
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

を
開
発
し
、
学
生
向
け
の
プ

を
開
発
し
、
学
生
向
け
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
行
う
な
ど
活
動

ロ
グ
ラ
ム
も
行
う
な
ど
活
動

の
輪
を
拡
げ
て
い
る
。

の
輪
を
拡
げ
て
い
る
。 （
Ｋ
）
（
Ｋ
）

中
高
生
５
人
を
表
彰

中
高
生
５
人
を
表
彰

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

鎌
倉
税
務
署

鎌
倉
税
務
署

親
子
で
火
起
こ
し
や
昔
遊
び

親
子
で
火
起
こ
し
や
昔
遊
び

御
谷
の
森
で
里
山
フ
ェ
ス
タ

御
谷
の
森
で
里
山
フ
ェ
ス
タ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
び
、推
進
を

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
び
、推
進
を

逗
子
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド・フ
ォ
ー
ラ
ム

逗
子
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド・フ
ォ
ー
ラ
ム

『尾崎左永子『尾崎左永子
 短歌集成』 短歌集成』

鎌倉菓子組合鎌倉菓子組合
児童施設で餅つき児童施設で餅つき

尾崎左永子 著尾崎左永子 著

永
福
寺
跡
に
桜
を
植
樹

永
福
寺
跡
に
桜
を
植
樹

か
ま
く
ら
桜
の
会

か
ま
く
ら
桜
の
会

２０１９年（平成３１年）１月１日 第478号 1部　108円 （２）


